
通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

2285 Ⅰ4
昭和5年7月
(1930年)

多額納税互選資格者名簿 静岡県下の多額納税者～その金額と氏名を掲載（後欠）。 綴り 1 67

2286 Ⅰ5
昭和12年
(1937年)

大正３年度より損益計算一覧
大正３年から昭和１２年までの利益・損益・純益を一覧にす
る。何の損益かは記載なく不明。

綴り 1 67

2287 Ⅰ11
昭和13年10月12日
(1938年)

防空訓練費用に関する件
防空訓練の実施に当たり、各区内の街路燈に取付けるカバ
－代金徴収の通知。街燈は甲・乙・丙・丁と４種類あり、甲は
１ツ４０銭で一番安い値段。

状 1 67

2288 Ⅱ2 なし 陣地用地調
陣地用地として潰れ地となる場所（地番・地目・面積等）を書
き上げ、その土地代金の支払いを申告する。

綴り 1 67

2289 Ⅱ3
大正13年5月
(1924年)

明治２４年以降作米売却並に売上
金覚

明治２３年～大正５年までの売払い俵数、売上代金、１俵平
均代価が一覧表にして掲載される

綴り 1 67

2290 Ⅱ4 (なし)21年2月28日 共有金調
河原町共有金の引継ぎに付き書き記したもの。寄付金は東
海紙料、桜井本家、資金としては、関川庵、八重枠稲荷神
社、大井講積金などがある。

状 1 67

2291 Ⅱ5
明治23年8月
(1890年)

散田米寄付帳
川原町稲荷島、向谷外ごとに散田耕作者・散田米・俵数（含
畑）を列挙する。

横 1 67

2292 Ⅱ5
昭和9年11月
(1934年)

散田米明細帳 字・番地・田畑面積・作人名と散田米を記載する。 綴り 1 67

2293 Ⅱ5
昭和9年11月
(1934年)

散田米明細帳 作人名とその耕作地名、土地種類、散田米を記載。 横 1 67

2294 Ⅱ5
昭和9年11月
(1934年)

散田米請取帳
淳吉・金吉のそれぞれの所有する田地の作人名、散田米俵
数を記載。昭和１９年まで。

横 1 67

2295 Ⅱ5
昭和20年
(1945)

作米受付帳
各人からの取立作米額、金納額を記載する。昭和２０年～２
１年まで。

横半 1 67

2296 Ⅱ5
昭和20年
(1945年)

散田米取立帳 各作人ごとに散田米取立俵数を記載する。 横 1 67

2297 Ⅱ5 なし なし（作米取立帳）
各人ごとに取立米を記し、作人、桜井双方の押印がしてあ
る。

横 1 67

2298 Ⅱ7 (大正年間) 此通帳付込期限（大正）
大正３、４、５、７、８、９年のもの。※半横帳の綴込みが崩れ
バラバラになったもの。

横半 1 67

2299 Ⅱ7
昭和3年1月1日
(1928年)

此帳簿付込期限　昭和３年１月１日
～１２月３１日

略 横 1 67

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題

○なし
●なし

○島田町役場
●各区長

○なし
●なし

○桜井久彦（表紙）
●なし

○なし
●なし

○浜松：笠井屋呉服店
●なし

○浜松市：笠井屋呉服店
●なし

箱
番
号

○なし
●なし

摘　　　要
形
態

○桜井淳吉・金吉
●なし

○桜井収米部（表紙）
●なし

○桜井（表紙）
●なし

○川原町区長：立林雄一郎
●なし

○本家：桜井（裏表紙）
●なし

○桜井錬吉（表紙）
●なし

○桜井淳吉・金吉所有分（表紙）
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

2300 Ⅱ7
昭和5年1月1日
(1930年)

此帳簿付込期限　昭和５年１月１日
～１２月３１日

略 横 1 67

2301 Ⅱ7
昭和6年1月1日
(1931年)

此帳簿付込期限　昭和６年１月１日
～１２月３１日

略 横 1 67

2302 Ⅱ7
昭和9年1月1日
(1934年)

此帳簿付込期限　昭和９年１月１日
～１２月３１日

略 横 1 67

2303 Ⅱ7
昭和31年8月24日
(1956年)

買物帳　川原町区
油揚、酢、袋、醤油、ロ－ソク、線香、コンニャク、塩等が記
載される。

横半 1 67

2304 Ⅱ7 欠 （買物代金領収帳） すべて松阪屋静岡店の領収印がある。
活字
帳面

1 67

2305 Ⅱ7 略 （金子請取証） 略 状 6 67

2306 Ⅱ8
明治30年2月
(1897年)

資業講諸記録帳 明治３０年～３８年の月掛け集金額、返金額等を記載する。 縦 1 67

2307 Ⅱ8
明治30年12月19日
(1897年)

資業講落札金請取証
明治３０年第２回から明治３７年第１５回までの落札金請取証
を綴込み。なお、差出人はそれぞれ異なる。また落札金額
は１４０円から１８円まで様々。

綴り 1 67

2308 Ⅱ8
明治30年
(1897年)

第１４１号通知預り金通帳 預金通帳。 縦 1 67

2309 Ⅱ8
明治30年
(1897年)

資業請仮仕様帳
明治３０年～３８年まで掛金口数、金額、期限等を表にして
記載。

縦 1 67

2310 Ⅱ8
明治30
(1897年)

なし（金子取立帳） 明治３０年～３３年の各人からの金子預かり金を記載。 横半 1 67

2311 Ⅱ8
明治32年
(1899年)

資業月掛講加入者名簿 講加入者の講金口数とその氏名を記載。 縦 1 67

2312 Ⅱ8
明治39年8月5日
(1906年)

諸株券・講金証券・定期預金・国庫
債権・信用貸金・預金取調

略 縦 1 67

2313 Ⅱ8
明治40年6月
(1907年)

資業講集金払出対照表 明治３０年より４０年までの集金額・落札人等を記載。 縦 1 67

2314 Ⅱ8
明治44年
(1911年)

借用金之証
明治３９、４２、４４年の３部を綴込み。年利１割２分、月利：１
割２分と１割の２通り。

綴り 1 67

○浜松市：笠井屋呉服店
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○略
●略

○浜松市：笠井屋呉服店
●なし

○浜松市：笠井屋呉服店
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○本家桜井
●なし

○会主：松井仁太郎（表紙）
●なし

○会主：松井仁太郎（表紙）
●なし

○落札人：酒井次平
●桜井正蔵

○島田銀行
●桜井正蔵

○施主：松井仁太郎
●なし

○借用人：斉藤秋次郎　外保証人
●立林代次郎

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

2315 Ⅱ8 (明治年間) 落札講金請取之証
明治３８、３９年の講落札人の金子請取と今後の掛け継ぎの
誓約の証。

状 3 67

2316 Ⅱ8
大正2年12月27日
(1913年)

預り金之證 金１０８円借用、月利１割にて毎月返還を約す。 状 1 67

2317 Ⅱ8
大正6年11月
(1917年)

整理次第書
秋次郎死亡により相続引継ぎの為、財産調査の結果、生前
の借用金額が所有財産額より上まわる。この扱いに付き嘆
願し、その同意を得る。

綴り 1 67

2318 Ⅱ8
昭和10年12月13日
(1935年)

なし（作米借用）
都合により作米２俵を借用する。昭和１１年６月までに返済を
約す。

状 1 67

2319 Ⅱ8
昭和20年1月吉日
(1945年)

大福帳
川崎重工、静岡鉄道、永田造船、静岡銀行等の企業名が目
立つ。

横半 1 67

2320 Ⅲ8
明治36年5月15日
(1903年)・癸卯

喜寿賀宴記録 祖母”をと”の喜寿祝いの招待人名と当日の献立を記載する 縦 1 67

2321 Ⅲ8
大正14年6月9日
(1925年)

達雄出生祝品受納覚 友仙・モスリン等の織物、魚類を受納。 横 1 67

2322 Ⅲ8
大正14年11月
(1925年)

孝子９才祝　祝儀物受納並内祝品
買上覚

祝儀物は金銭の外、銘仙・下駄・モスリン・カスリ。内祝いは
赤飯・すし・鯛等。

横 1 67

2323 Ⅲ8
昭和2年11月
(1927年)

達雄三才祝・祝物受納並ニ内祝覚
祝儀：金子は３円～３０円まで。品物は真綿・銘仙等の織物、
鯛等の魚類、下駄。内祝い：赤飯・カマボコ・すし。

横 1 67

2324 Ⅲ8
昭和4年11月
(1929年)

昌也９歳祝祝品受納並ニ内祝品員
と控

祝儀：５円～３０円の金子、品物は魚類、銘仙等の織物、下
駄、習字手本。内祝：酒器、果物、皿等の食器類、赤飯、真
綿、カマボコ等。

横 1 67

2325 Ⅲ8 なし
桜井昌也受納覚え　大正１０年２月
１２日生

綿入れ着、サラシ木綿ジュバン、銘仙、友禅、アイネル単衣
着、かつをぶし、紅白餅、あわび等。

横 1 67

2326 Ⅲ8
昭和8年11月吉日
(1933年)

達雄９歳、富士男３歳身祝要録
受納：白羽二重、銘仙等の織物、金子２円～１０円まで、そ
の他魚類。内祝：赤飯、鰹節等。

横 1 67

2327 Ⅲ8
昭和13年11月4日
(1938年)

結婚調査報告書 東京高速度鉄道株式会社　藤田精一にかんして。 綴り 1 67

2328 Ⅲ8 なし(昭和13年頃) （藤田家の家系） 略 綴り 4 67

2329 Ⅲ8
昭和14年2月吉日
(1939年)

（結婚披露宴招待状）
結婚式当日の次第、披露宴見積書あり。場所は東京丸ノ内
帝国ホテル。

状 3 67

○島田町中溝：北川常吉
●桜井久彦

○桜井収金部（裏表紙）
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○略
●資業講世話人：桜井正蔵

○島田町：斉藤秋次郎
●石神吉平

○親権者：斉藤しほ、外親族４名、立会人１名
●桜井久彦

○なし
●なし

○帝国興信所
●桜井久彦

○なし
●なし

○藤田さた、桜井久彦
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

2330 Ⅲ8
昭和14年2月吉日
(1939年)

藤田・桜井両家結婚披露宴招待者
芳名簿

１４３名の招待者氏名を記載。 綴り 1 67

2331 Ⅲ8
昭和17年9月
(1942年)

昌也海軍経理学校入学餞別受納
帳

個人からの餞別は１０銭から２０円の巾あり。企業の住友本
社東京販売所は５０円。

横 1 67

2332 Ⅲ8
昭和19年9月吉日
(1944年)

達雄大竹海兵団入団餞別受納控
ほとんど金子で５０銭から３０円までの巾あり。その他では、ブ
ドウ酒、ウイスキ－がみられる。

横 1 67

2333 Ⅲ8 なし 孝子七夜並ニ初節句受納返礼覚
贈り主とその物品を記載。友禅、新モス等の織物類が目立
つ。

横 1 67

2334 Ⅲ8 なし 祝物受納覚
銘仙、鯛、友禅、紬、糸織、白足袋、カマス、鯖等の名が見
られる。何の祝いかは不明。

横 1 67

2335 Ⅳ1
昭和8年4月20日
(1933年)

（修学旅行保護者通知）
旅程表（鎌倉・東京・日光）と旅行に当たっての注意事項を
記載。（後欠）。

状 1 67

2336 Ⅳ1 なし 学資受払表 ７、９、１０、１２月分、桜井孝子の学資。 状 4 67

2337 Ⅳ2
昭和8年4月
(1933年)

御巡幸天覧記念大連台新造趣旨
今上天皇島田御巡幸、連台渡し大覧の命を拝受。しかし当
町に適当な連台の完存するものがないので、往時鍋島侯乗
用の大勾欄に則り新造を決定。寄付を乞う。

状 1 67

2338 Ⅳ2
昭和8年5月28日
(1933年)

（通知）
鍋島侯乗用の実物模造大連台・半勾連台新造完成。その
使用始めを記念日の５月３０日午後１時より大井川公園記念
碑付近で挙行。ご観覧を乞う、との通知。

状 2 67

2339 Ⅳ2
昭和8年6月20日
(1933年)

（通知）
御巡幸記念連台新調費用多大の寄付についての感謝と、
所期の目的遂行の報告。収支状況を添付。

状 2 67

2340 Ⅳ3
昭和27年3月21日
(1952年)

八重枠稲荷神社寄付受納帳
酒、餅米、魚の他に金銭では計６１８２円７５銭の収入。出金
は計６１８２円。

横 1 67

2341 Ⅳ3
昭和28年3月21日
(1953年)

八重枠稲荷神社寄付受納帳
寄付は非農家１戸当たり２０円、農家は餅米１戸当たり２合と
決める。その他寄付として酒、白米、魚、小豆等がみられる

横 1 67

2342 Ⅳ3
昭和29年3月21日
(1954年)

八重枠稲荷神社寄付受納帳
寄付金計５３７１円（明細あり）、また、金銭の他に酒、魚類、
餅米等が見られる。

横 1 67

2343 Ⅳ3
昭和30年3月21日
(1955年)

八重枠稲荷大明神寄付帳　島田市
河原町区

祭日の余興は浪曲・漫才、漫談、奇術。寄付は金銭の他
に、酒、魚類、白米、煙火等がみられる。

縦 2 67

2344 Ⅳ3
昭和30年3月21日
(1955年)

八重枠稲荷大明神精算帳　河原町
区

入金４３４９５円、支出３９７２８円となっている。 横 1 67

○大井川保勝会
●桜井久彦

○大井川保勝会
●桜井久彦

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○静岡県立静岡高等女学校
●第４学年生徒保護者

○なし
●なし

○大井川保勝会（島田役場に事務所）
●なし

○藤田家（表書）
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

2345 Ⅳ3
昭和31年3月21日
(1956年)

八重枠稲荷大明神寄付帳　島田市
河原町区

祭日の余興として、浪曲、漫才、漫談、奇術を行なう。寄付
金とその氏名を記載。

縦 1 67

2346 Ⅳ3
昭和32年3月21日
(1957年)

八重枠稲荷神社寄付帳
町内からの集金額は３５４０円（１１８戸分）、その他の寄付者
（金額）も記載。

横 1 67

2347 Ⅳ3
昭和33年3月21日
(1958年)

八重枠稲荷神社寄付帳 餅米、酒、塩、赤飯等の寄付。金銭は計１１５０円。 横 1 67

2348 Ⅳ5
大正5年　夏
(1916年)

古今諸大家別号記 江戸時代以降の学者・文人・画家等の別号を記載。 綴り 1 67

2349 Ⅳ5 なし 薬師尊奉燈句会 略 縦 1 67

2350 Ⅳ5 （なし）７年・己卯 詩稿　従中夏至初冬 略 横半 1 67

2351 Ⅳ6
昭和8年7月24日
(1933年)

バンド編成収支計算書 収入：寄付金総額：５００円。支出：４５０円（バンド購入費）。 綴り 1 67

2352 Ⅴ2 略 （表彰状・感謝状等） 略 厚紙 6 67

2353 Ⅴ3
明治27年11月
(1894年)・甲午

雇人帳
農作業の雇用（肥かけ、溝さらい、茄子の杭立て等）、その
出費代金、支払い先（人名）を記載する。また神社の掃除等
の支払いもある。

横半 1 67

2354 Ⅴ3
大正6年9月
(1917年)

なし（財産書付）
田畑・家屋・債券・保険・散田米等合計：２１３１円。借金合：２
１６７円となっている。

状 1 67

2355 Ⅴ3 大正9(1920)年
大正３年６月、同９年６月現在に於る
財産目録比較表

有価証券、定期預金・講金証券・不動産の項立により記載。 綴り 1 67

2356 Ⅴ3
大正12年1月
(1923年)

支払覚帳 大正１３年１月～１４年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2357 Ⅴ3
大正14年1月
(1925年)

支払覚帳
大正１４年１月１日～１５年１２月２３日までの出費状況を記
載。

横 1 67

2358 Ⅴ3
大正15年1月
(1926年)

支払覚帳 大正１５年１月～昭和２年までの出費状況を記載。 横 1 67

2359 Ⅴ3
昭和2年1月
(1927年)

支払覚帳 昭和２年１月～３年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

○なし
●なし

○なし
●なし

○本家桜井（表紙）
●なし

○本家桜井（表紙）
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○島田町東部青年訓練所後援会
●なし

○略
●略

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○本家桜井（表紙）
●なし

○桜井氏（表紙）
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

2360 Ⅴ3
昭和3年1月
(1928年)

諸買物支払出金覚帳 昭和３年１月～４年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2361 Ⅴ3
昭和4年1月
(1929年)

支払覚帳 昭和４年１月～１２月までの出費状況を記載。 横 1 67

2362 Ⅴ3
昭和5年1月
(1930年)

諸買物支払覚帳 昭和５年１月～６年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2363 Ⅴ3
昭和6年1月
(1931年)

なし（支払覚帳） 昭和６年１月～７年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2364 Ⅴ3
昭和7年1月
(1932年)

諸支払覚帳 昭和７年１月～１２月までの出費状況を記載。 横 1 67

2365 Ⅴ3
昭和7年9月
(1932年)

居宅倉庫その他修繕費覚
大工賃、畳替え、便所修繕、屋根ペンキ、米倉屋根ヒサシ修
繕費用と工賃等を記載。

横半 1 67

2366 Ⅴ3
昭和8年1月
(1933年)

諸支払覚帳 昭和８年１月～９年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2367 Ⅴ3
昭和9年
(1934年)

記（請取証）
１．水路、水車工事経費請取。２．建物屋根に要する瓦員数
と価格明細。３．塀工事費用。

状 3 67

2368 Ⅴ3
昭和9年
(1934年)

なし（諸支払覚帳） 昭和９年１月～１０年１月までの出費状況を記載。 横 1 67

2369 Ⅴ3 (昭和戦前) 所有財産台帳
錬吉・淳吉・金吉それぞれの土地有価証券・所有株等を記
載。

横 1 67

2370 Ⅴ3
昭和20年9月
(1945年)

技術研究所試験地返還陣地構成 鉄道迂回線建設による小作料異動調査簿。 横 1 67

2371 Ⅴ4 略 書簡 略 状 61 67

2372 Ⅴ6 略 （雑） 略 横 8 67

2373 Ⅴ6 略 （雑） 略 状 15 67

2374 Ⅴ6 欠 （断簡） 略 状 59 67

○本家桜井
●なし

○本家桜井氏（表紙）
●なし

○なし
●なし

○略
●略

○略
●略

○略
●略

○本家桜井（表紙）
●なし

○１．石間品吉、２．油井清兵衛、３．杢太郎
●桜井

○なし
●なし

○桜井錬吉・淳吉・金吉
●なし

○欠
●欠

○本家桜井氏
●なし

○なし
●なし

○本家桜井（表紙）
●なし

○桜井氏（表紙）
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

近世
956

F1 なし(江戸時代) なし（出納簿）
他人への金子・米の貸付けとその返金、物品購入とその代
金、その他の出費について年月日順に記載する。

横半 1 65

近世
945

F2
嘉永3年11月
(1850年)・戌

質流譲渡申田地證文之事

以前より１００両借用し、返却出来ないまま、またこの度年貢
納入に困り、以前の借金と合わせて１２４両２分と永６８文借
用。その代償として４石７斗４升２合の田地を手放す。（坪付
けの覚えを示す。）

状 1 65

近世
946

F2
嘉永7年10月
(1854年)・寅

借用申金子證文之事
金２両年貢金に差し詰まり借用。卯１１月中に返却を約す。
利息は１割５分。質物は茶原９畝歩（高６升３合・畑高３升５
合）、袋あり。

状 3 65

近世
947

F2
安政6年8月
(1859年)・未

一札之事
金２０両、近来不如意に付き１０ヵ年賦にて借用。返済方法
は来年申より金２両ずつ利子を添えて返金する。

状 1 65

近世
948

F2
慶応元年12月
(1865年)・丑

借用申金子證文之事
金１０両、年貢納入の為借用。返済は来る寅年１１月限り。質
物は名田（７斗入りの田地）とする。

状 1 65

近世
949

F2
慶応2年7月
(1866年)・寅

借用申金子證文之事
金３０両・商売古手（鏝のことか？）買入の為借用。返金は今
年１１月限り、元利ともに約す。

状 1 65

近世
950

F2
慶応3年7月
(1867年)・卯

借用申金子證文之事
金２５両、山代金に差支え借用、質物は千日講（２口）、返済
期日は辰（来年）１０月とする。

状 1 65

近世
951

F2
明治3年8月
(1870年)・午

借用申金子之事
出火に付き家普請の為に３０両借用する。この内、無尽講落
札で１８両を返金。残り１２両を借用。千日講を掛け継ぎ落札
して返金を約す。包み紙入り。

状 3 65

近世
952

F2 欠　正月22日・辰 借用申金子證文之事
金７両３分と１貫７２３文借用、返金は当辰年５月の新茶で金
子を調達して元金共に完済することを約す。

状 2 65

近世
953

F2 なし 借用申金子之事
入用の為２０両を借用する。返済は酉の年（明治６年か？）と
約す。

状 1 65

近世
957

F2
なし（明治2年（6月24日））
（1869年)・巳

覚
島田１丁目源五郎への為替金の内、代米１０両の請取の証
書

状 1 65

近世
958

K1
なし（明治2年）3月
(1869年)・己巳

御祈祷御祓 祭事書・受納書の包み紙 包紙 1 65

近世
959

K1
明治2年3月
(1869年)・己巳

受納書（包み紙に記載）

「家内清浄の仕法は、まずお祓い箱を開き居宅の真ん中に
まつり、次にそれを居宅を持回り隅々にて三拝した後に、お
祓い箱に納め清浄の場所に祭り置く。洗米は手水の上頂戴
する。以上のように取計らう。」と祭式の方法を記載する。

状 1 65

近世
960

K1
明治2年3月
(1869年)・己巳

祭事書（包み紙）　覚（状） 金３００疋　定式祈祷料としての請取証 状 1 65

近世
961

X なし なし（家の間取図）
酒蔵、出蔵等も含め、部屋の間取りを縦・横間数と共に記載
する。※現在地の桜井邸ではなく、それ以前（明治３３年以
前）の桜井邸と思われる。

図 1 65
○島田宿：桜井久兵衛（片隅に記載あり）
●なし

○金子借主：佐五七、證人２名
●久蔵

○借主：権次郎、外證人３名・千日講引受
●欠

○川根水川村　中村角太郎
●向嶋　御苗久五郎

○借主：源太郎、外證人１名
●桜井正蔵

○中新田村：与太夫
●甚兵衛嶋：久蔵

○宇治土公　用所
●島田宿：桜井久兵衛

○なし
●なし

○宇治土公　用所
●島田宿　桜井久兵衛

○なし
●なし

○田地譲主：九郎次、外親類・證人２銘
●久蔵

○金子借主：大鳥　源蔵、外證人２名
●甚兵衛嶋　久兵衛

○借用主：紋十郎、外請人２名
●久蔵

○借主：泰蔵、外請人１名
●桜井久蔵

○直助、長之助
●久兵衛

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

近世
954

Z 欠(江戸時代) （断簡）　（前・後欠）
「平兵衛　金２０両　１貫７１６文ふそく」など、このような表示
で列挙しているが、何かの金額の不足分を記載したものと思
われる。

状 1 65

近世
955

Z 欠(明治初期) （断簡） 一紙文書（證文・一札）の包み紙 包紙 6 65

近現
2205

Ⅰ3
明治7年6月19日
(1874年)

前・後欠（明治７年の文書を連ねて
貼付）

２３日、用件につき、袴服着用の上出頭せよ、との達し。他
に、陸運元会社の逓送料金表あり。

状 1 67

近現
2206

Ⅰ3
明治28年3月10日
(1895年)

なし
平安遷都１１００年記念祭のために金１円寄附する。その感
謝状。

状 1 67

近現
2207

Ⅰ11
大正6年7月30日
(1917年)

（感謝状） 連合国傷病兵罹災者慰問会に金１０円義捐。 状 1 67

近現
2208

Ⅱ2
明治10年7月30日
(1877年)

地券証預り証
延命庵所持の田地１畝１５歩、この散田米１斗２升の地券を
預かる。当地の貢租等はこの散田米にて賄う。

状 1 67

近現
2209

Ⅱ2
明治10年
(1877年)

地所書入金員借用証
商売元手金に困り、金７円を、利子１０円に付き１ヶ月１５銭
にて借用する。抵当は相賀の田地５畝４歩（地価４円７７
銭）。６月２５日返済の定め。

状 1 67

近現
2210

Ⅱ2 欠(明治10年以降)
欠（一筆限帳 島田宿字横井道上、
道下、善太夫嶋之部）

土地一筆ごとに土地種類、収穫高、地価、地租、図を記入、
作人を貼付する。

縦 1 67

近現
2211

Ⅱ2
明治14年4月
(1881年)

地所永代譲渡之證
分家するに付き田地譲渡（伊太村の内字東川根に所在の田
１反１畝８歩、この地代１１円３４銭、散田米３俵）。

綴り 1 67

近現
2212

Ⅱ2
明治23年1月4日
(1890年)

耕地小作約定証
荒地２畝６歩を畠に開墾しこれを借用する。年貢は畑１反歩
に付き４円５０銭の割合で納める。

状 1 67

近現
2213

Ⅱ2
明治24年2月
(1891年)

志太郡大長村伊太一筆限帳
伊太字大鳥・東川根に存する畑・山林・山に付き、それぞれ
反別・地価・地租など、絵図を付けて掲載する。なお売却の
土地には年月日と印を付す。

綴り 1 67

近現
2214

Ⅱ2
明治25年4月
(1892年)

志太郡和田村大字惣右衛門一筆
限帳

田地一筆ごとに所在・面積・地価・地租・田地形の図を記載
する。（明治２５年２月付け散田の態様記載帳を同時綴込
み）

縦 1 67

近現
2215

Ⅱ2
明治29年6月15日
(1896年)

地所売渡之証
大津通上中溝南にある田地合２反１畝６歩を１４２円５０銭に
て売却する。

綴り 1 67

近現
2216

Ⅱ2 なし(明治20年以降) 実地散田米並小作人仕訳帳
字大津通、横井、中溝の各地に点在する地所からの散田米
とそれぞれの作人（小作）を記載する。散田米合計は９０俵２
升となる。

綴り 1 67

近現
2217

Ⅱ2
明治30年7月26日
(1897年)

地所売渡之証
島田町大津中溝南と横井道上に存する田地を金２５０円に
て売却する。

綴り 1 67

○島田町売渡人：塚本孫造
●島田町：白井周作

○なし
●なし

○売渡人：鈴木久一郎
●島田町：白井周作

○連合国傷病兵罹災者慰問会総裁徳川家達、副総
裁渋沢栄一、島田三郎
●桜井久彦

○地券証預り主：桜井正蔵外證人１名
●延命庵地蔵尊世話人中

○相賀村金子借主：杉山善作 外請人１名
●島田宿之内甚兵衛嶋　桜井正蔵

○なし（持ち主　桜井）
●なし

○島田宿地所譲主：桜井正蔵、外親類２名
●桜井仙次郎

○島田町耕地借主：市川富士　外 保証人１名
●桜井正蔵

○持主：桜井（表紙）
●なし

○なし
●なし

○欠
●欠

○略
●略

○静岡県出納係
●右村戸長・副戸長

○平安遷都１１００年記念祭協賛会会長：近衛篤麿
●桜井正蔵

平成9年12月入手
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近現
2218

Ⅱ2
明治32年6月8日
(1899年)

地所売渡之証
島田町横井道上にある田地１畝３歩（地価金４円８６銭）を１５
円にて売却。その金子の請取。

状 1 67

近現
2219

Ⅱ2
明治32年6月8日
(1899年)

地所売渡之証
横井道上に存する田１畝２２歩（地価７円６７銭）を２５円にて
売却する。その金子受取証。

状 1 67

近現
2220

Ⅱ2
明治33年11月
(1900年)

地目変換届　志太郡島田町
横井道上４３００番地の２を宅地に変換するために、もと田畑
地の反別・地価・地租を、該当絵図を添えて申請する。

綴り 1 67

近現
2221

Ⅱ2
明治34年5月22日
(1901年)

未登記ノ土地所有権ニ付登記申請 大長伊太に存する畑（３口）の登記申請。 綴り 1 67

近現
2222

Ⅱ2
明治35年10月18日
(1902年)

未登記土地所有権保存ノ登記申請
志太郡和田村田尻字節小木と芝田に存する田合２反２畝２
３歩、地価合２６０円の登記。

綴り 1 67

近現
2223

Ⅱ2
明治34年5月22日
(1901年)

未登録ノ土地所有権ニ付登記申請 島田町にある田２畝４歩、地価２５円の登録申請 綴り 1 67

近現
2224

Ⅱ2
明治35年9月10日
(1902年)

未登録ノ土地所有権に付登記申請 落合にある田１反６畝２２歩・地価２２０円の登記申請 綴り 1 67

近現
2225

Ⅱ2
明治35年10月
(1902年)

地目変換届　志太郡島田町
大津道上中溝北７７５の２に位置する宅地を田地に変換す
る。そのため元のと変換後の反別・地価・地租地主を一覧に
して記載する。

綴り 1 67

近現
2226

Ⅱ2
明治36年5月
(1903年)

地目変換届　志太郡島田町
大津道上中溝南４２６９の２に存する元宅地を田地にするた
めの申請書。元の宅地と変換後の田地の反別・地価・地租・
地主を記載。

綴り 1 67

近現
2227

Ⅱ2
明治36年5月
(1903年)

地目変換届
横井道上４３０１～１の畑を宅地に変換申請。畑（元）と宅地
（変換後）の反別地価・地租・地主を記載。

綴り 1 67

近現
2228

Ⅱ2
明治36年
(1903年)

地目変換届
大津道上中溝南３５２４地番の土地で、地目・反別・地価・地
租・地主名を記載する。

綴り 1 67

近現
2229

Ⅱ2
明治37年1月21日
(1904年)

未登記ノ土地所有権ニ付登記申請
大津道上中溝北に存在する田地合わせて８畝１歩・地価１０
０円を登記。

綴り 1 67

近現
2230

Ⅱ2
明治37年5月9日
(1904年)

土地分筆届
大津道上中溝北８８４の田地の反別・地価・地租等を表にし
て、絵図を付して届出る。

綴り 1 67

近現
2231

Ⅱ2
明治37年5月9日
(1904年)

地目変換届
大津道上中溝北８８４ー２に存在する田地を宅地にするため
の地目変換。反別・地価・地租・地主・土地絵図を記載。

綴り 1 67

近現
2232

Ⅱ2 なし(明治) 欠
小笠郡川野村字橋戸４３５番地に存する田・畑・宅地の３口
に付き、それぞれ反別・地価（含　散田）を列挙する。

綴り 1 67
○なし
●なし

○島田町：桜井正蔵
●藤枝区裁判所島田出張所

○島田町：桜井正蔵
●藤枝区裁判所島田出張所

○地主：桜井正蔵
●横浜税務管理局長：斎藤重高

○地主：桜井正蔵
●藤枝税務署長：吉野直敬

○地主：桜井正蔵
●藤枝税務署長：吉野直敬

○桜井正蔵
●藤枝税務署長・久保田　真

○島田町　桜井正蔵
●藤枝区裁判所島田出張所

○地主：桜井正蔵
●藤枝税務署長：吉野直敬

○地主：桜井正蔵
●藤枝税務署長：吉野直敬

○島田町：桜井正蔵
●島田町：木股梅太郎

○島田町：桜井正蔵
●島田町：桜井増平

○所有主：桜井正蔵
●横浜税務管理局長：斎藤重高

○島田町：桜井正蔵
●藤枝区裁判所島田出張所

○島田町所有主：桜井正蔵
●藤枝区裁判所静浜出張所

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

近現
2276

Ⅱ2
なし　明治20年以降(”川原
町”の表示年代より推測)

志太郡島田町　川原町・向谷間　道
路実測絵図面（絵図）

道路・川溝・田畑・宅地・林藪・堤塘・土井敷・墓地・開良道
路予定地。開墾試作地を色分けして示す。道路は延長６５３
間。

状 1 67

近現
2233

Ⅱ3
明治36年4月10日
(1903年)

なし
産業構員の口数と人名、その人名の小別割り金額・所得・地
価をそれぞれ記載する。

状 1 67

近現
2234

Ⅱ5
大正13年
(1924年)

作米受付帳　大正１３歳　天長節祝
日

１.田地耕作で雇用労働力を使って生産した、その自作米の
数量と耕作人名を月日順に記載する。２.大正１３年１１月１９
日～同１４年５月３１日まで記す。

横半 1 67

近現
2235

Ⅱ5
大正14年
(1925年)

作米受付帳　大正１４歳　天長節祝
日

１.同上　２.大正１４年１１月８日～同１５年５月２日まで記載。 横半 1 67

近現
2236

Ⅱ5
大正15年
(1926年)

作米受付帳　大正１５歳　天長節祝
日

１.同上　２.大正１５年１１月８日～昭和２年８月１３日迄記載。 横半 1 67

近現
2237

Ⅱ5
昭和2年
(1927年)

作米受付帳　昭和２歳　明治節
１.同上、２.「金納相場１俵に付１１円２０銭、その後高値にて
変更１２円也（１升３０銭）」の記載あり。３.昭和２年１１月２０日
～１２月３１日まで。

横半 1 67

近現
2238

Ⅱ5
昭和3年
(1928年)

作米受付帳　昭和３歳　明治節 １.同上　２.昭和３年１１月１４日～１２月３１日まで記載。 横半 1 67

近現
2239

Ⅱ5
昭和4年
(1929年)

作米受付帳　昭和４歳　明治節
１.田地耕作で雇用労働力を使って生産した、その自作米の
数量と耕作人名を月日順に記載する。　２.昭和４年１１月２９
日～同５年３月２１日まで記載。

横半 1 67

近現
2240

Ⅱ5
昭和5年
(1930年)

作米受付帳　昭和５歳　明治節 １.同上　２.昭和５年１１月２６日～同６年１月２６日まで 横半 1 67

近現
2241

Ⅱ5
昭和6年
(1931年)

作米受付帳　昭和６歳　明治節 １.同上　２.昭和６年１１月２４日～同７年１月３１日まで 横半 1 67

近現
2242

Ⅱ5
昭和7年
(1932年)

作米受付帳　昭和７歳　明治節 １.同上　２.昭和７年１１月２７日～同８年７月まで 横半 1 67

近現
2243

Ⅱ5
昭和8年
(1933年)

作米受付帳　昭和８歳　明治節 １.同上　２.昭和８年１１月２５日～同９年４月２６日まで 横半 1 67

近現
2244

Ⅱ5
昭和9年
(1934年)

作米受付帳　昭和９歳　明治節 １.同上　２.昭和９年１１月２７日～同１０年６月３０日まで 横半 1 67

近現
2245

Ⅱ5
昭和10年
(1935年)

作米受付帳　昭和１０歳　明治節 １.同上　２.昭和１０年１１月２４日～１１年６月３０日まで 横半 1 67

近現
2246

Ⅱ5
昭和11年
(1936年)

作米受付帳　昭和１１歳　明治節 １.同上　２.昭和１１年１１月１４日～１２年７月１５日まで 横半 1 67

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

○桜井収米部（裏表紙）
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

近現
2247

Ⅱ5
昭和12年
(1937年)

作米受付帳　昭和１２歳　明治節 １.同上　２.昭和１２年１１月１６日～同１３年４月１４日まで 横半 1 67

近現
2248

Ⅱ7 なし 記
購入した商品・食料等の代金を一括支払いをし、その金額
の受取を証したもの。「記」（受取）と表記した証文類。断簡に
属するものもある

状 41 67

近現
2249

Ⅱ8
明治7年1月
(1874年)・戌

記
金６０円を今年戌から酉年まで１２年間、勝手向き要用につ
き無利子にて借用。毎年６月末に５円ずつ返金する。抵当
の上畑は請人預かりとする。

状 3 67

近現
2250

Ⅱ8
明治7年1月
(1874年)

記
金５０円無利子で借用。明亥年より申年まで１０ヵ年、毎年１０
月末５円ずつ返済する。抵当は山林で請人預かりの約定

状 1 67

近現
2251

Ⅱ8
明治8年1月
(1875年)

借用申金子之事
金５円、利息１割５分にて借用。質物は千日講、この１０月に
返済を約す。

状 1 67

近現
2252

Ⅱ8
明治8年10月
(1875年)

借用申金子證文之事 金３円入用につき借用する。返済は翌年子の４月限りとする 状 1 67

近現
2253

Ⅱ8
明治9年12月
(1876年)・子

借用申金子之証
金１円５０銭、諸賄いに差支え借用。返済は政助屋根講終
会金９円５０銭落札の節元利ともに勘定する。

状 1 67

近現
2254

Ⅱ8
明治11年8月
(1878年)

借用申金子證文之事
金１円５０銭入用のため借用する。返済は来る卯１２年正月
限りとする。

状 1 67

近現
2255

Ⅱ8
明治11年11月5日
(1878年)

借用申金子證文之事
金５円入用に付き借用する。返済方法は元利共に千日講落
札までとする。

状 1 67

近現
2256

Ⅱ8
明治12年9月
(1879年)・卯

借用金証
金２円借用。質物は諸道具。千日講落札の折りに返済する
ことを約す

状 1 67

近現
2257

Ⅱ8
明治22年12月7日
(1889年)

借用金証書
金７円を入用につき借用する。１１月３０日限り元利共に返金
を約す。

状 1 67

近現
2258

Ⅱ8
明治39年1月6日
(1906年)

借用金之證
６名の者が金７円を月利１割で借用。同年６月２５日限りで返
済を約す。

状 1 67

近現
2259

Ⅱ8
明治39年12月18日
(1906年)

報告書
帝国商業銀行の持株（一株３５円９５銭）を１６０株売却の依
頼をうけ、その売り付けが整ったことを通知する。

厚紙 1 67

近現
2260

Ⅱ8
明治42年4月10日
(1909年)

借用金之証
金５円借用。返済は５月２５日まで。返済が滞る場合は「祭
講」をもって返金に当てる。

状 1 67

近現
2261

Ⅱ8
明治43年9月3日
(1910年)

約束手形 金１５００円、支払い期日は明治４３年１０月末日 厚紙 1 67

○島田町借用人：大池音吉
●桜井文彦

○島田町　山本又吉
●静岡銀行

○借主：立林半七　外請人２名
●桜井正蔵

○借主：半七
●桜井正蔵

○借主：平口喜八　外証人
●桜井正蔵

○借主：平口喜八　外請人１名
●桜井正蔵

○借主：立林半七
●桜井正蔵

○借主：津田永蔵
●桜井正蔵

○稲荷島借主：荒波庄三郎　外請人１名
●甚兵衛島　桜井庄蔵

○白井喜十郎　外５名
●桜井正蔵

○鈴木金平商店
●三橋

○桜井収米部
●なし

○各商店
●桜井

○志田（太）郡田代村借主：坂下六左衛門　外請人１
名
●島田在甚平島村：桜井正蔵

○榛原郡千頭村借主：殿村幸八、外請人１名
●島田甚平嶋村：桜井正蔵

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

近現
2262

Ⅱ8 欠(明治後期か) 欠
諸銀行・国庫・諸講・諸会社の株数とその金額が列挙してあ
る。

状 1 67

近現
2263

Ⅲ6
明治44年8月2日
(1911年)

（書簡）
施薬救療のための内帑金御下賜を願い上げたことに対する
知事の返事。

状 1 67

近現
2264

Ⅳ1
明治29年7月15日
(1896年)

謝状 木銃８挺を寄贈されたその領収 状 1 67

近現
2277

Ⅳ1
大正8年1月14日
(1919年)

島田町外三箇村学校組合規約
実科高等女学校の設置・経営にあたり、島田町・六合村・大
津村・大長村の４ヵ町村にて学校組合を設置した、その規
約。議第１～５号より構成される。

綴り 1 67

近現
2265

Ⅳ6
（大正4年か）
(1915年)・乙卯

囲棋開筵（８月１８日～２７日） 初段免許を受ける者はこぞって応募されたい旨を記す。 状 1 67

近現
2266

Ⅴ4
なし　(幕末～明治初期)
11月21日

（書簡）
正蔵氏のお祝い祝福し、金子證文や５０両の金子を遣いの
者（両平）にもたせたが、それを受取ったか否か案じての書
状。

状 1 67

近現
2267

Ⅴ4
なし　(明治初年)
2月26日

（書簡） 依頼された両掛（旅行用行李）を掛川で調達する旨を通知 状 1 67

近現
2268

Ⅴ4
明治20年3月23日
(1887年)

（書簡）
彼岸の中日に千葉山花見に遊ぶ。その紀行文。第一報と第
二報在中。ダジャレ多く、筆者も文末で”千葉見花霞の道中
（チワゲンカスミのドウチュウ）”と断っている。

状 1 67

近現
2269

Ⅴ4
明治31年
(1898年)

（日記） １月１日～１２月３１日までを記す。 横半 1 67

近現
2270

Ⅴ4 なし(明治期か)9月2日 （書簡）
庄蔵氏大だんの病とのことで、その養生のために”しじめ”
と”あわ”を送り、その服用の在り方と効用を説く。

状 1 67

近現
2271

Ⅴ4
大正7年10月30日
(1918年)・戊午

（書簡） 看月会費の件につき相談 状 1 67

近現
2272

Ⅴ4 なし7月7日 （書簡） 写真贈与のお礼について 状 1 67

近現
2273

Ⅴ4 なし7月13日 （書簡）
仏前のおまいりのお礼。千頭　藤川の金子の件につき相談
について。

状 1 67

近現
2274

Ⅴ4 なし10月3日 （書簡）
千頭　藤川の金貸しの件に付き相談したいことがあるのでお
いでを乞う。

状 1 67

近現
2275

Ⅴ4 なし （書簡）
「親燈集」を贈ってくれたお礼と、賞物の味醂を送ったことを
伝える。

状 1 67

○なし
●なし

○なし
●なし

○なし
●なし

○島田　二宮快蔵
●なし

○なし
●なし

○山本貞蔵
●桜井蘇十郎

○河原町　桜井正蔵
●島田野田内　清水重左衛門

○なし
●なし

○なし（女性）
●なし

○棠円
●三径先寸

○相良町須々木　鈴木与六
●桜井久彦

○欠
●欠

○静岡県知事：松井　茂
●桜井ゆく

○嶋田尋常高等小学校長：秋山　裕
●桜井正蔵

○島田町長：置塩藤四郎
●なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

１
３

Ⅱ８
明治３４年６月

（１９０１年）・辛丑
川原町区積塵講規則　　　　　　右講幹

事

規則は第１条～9条で成る。その第１条：加入は川原町住人に限る。２条：
幹事６名、３条：講の口数１００株、１株＝２５円、１株に付き、毎月５０銭出
金、明治３８年６月まで計４８ヶ月間、毎月１株５０銭ずつ集金する、等を定
める。

竪帳 1
上：
118

２
２

Ⅱ８
明治３４年６月

（１９０１年）
積塵講創立諸費扣

右創立委員

6月～７月の出費･品目とその金額が記録される。そして合計は１２円也、
第１回集金より支出する、とある。

横半 1
上：
118

３
２

Ⅱ８
明治３４年６月

（１９０１年）
川原町区積塵講口数調印簿　右講
幹事

講員３５名に口数を記載する。１口の者から２０口の者まで）計１００口あ
り。

竪帳 1
上：
118

４
１

Ⅱ８
明治３４年７月

（１９０１年）
川原町区積塵講集金台帳

明治２４年７月～同３８年３月まで、講会員からの口数に応じて、金額の入
金確認として、毎月入金欄に幹事長の押印がしてある。その集金台帳で
ある。

竪帳 1
上：
118

５
１０

Ⅱ８
明治３４年７月

（１９０１年）
通知預り金通帳 明治３４年～同３７年６月までの毎回の掛金（扱人印あり）を示す通帳。 通帳 1

上：
118

６
２３

Ⅱ８
明治３４年７月

（１９０１年）
積塵講証券

内容は次のようである。「１口ﾉ加盟者ﾀﾙｦ鉦ｽﾙ為ｺﾉ証券を交付ｽ｣とあ
る。明治３４年７月より毎月金５０銭づつ出金する、そして元利合わせて本
金額に充つるに至り、この証券引き換えに金額を払い渡す、とある。

証券 98
上：
118

７
２０

Ⅱ８
明治３６年７月１日

（１９０３年）
（証券売買に付き名義更正請求書等綴
り）

名義更正請求書の外に、証券売買証書もある、しかしそのほとんどが名
義更正請求書である。これに集金表（綴り）を一括し、ここにまとめる。

綴り 2
上：
118

８
２１

Ⅱ８
明治３８年３月２７日

（１９０５年）
積塵講払渡人名帳 払い渡す人名とその金額を列挙している。その計３４名。 横帳 1

上：
118

９
５

Ⅱ８
大正２年４月２５日
（１９１３年）・辛丑

積塵講規定誓約書
・講の目的は各戸屋根の葺き替え　・大正２年４月２５日より毎月１口５０
銭、満会は大正６年１月２５日と定める。この時に至り抽選順に屋根葺き
替えを始める、等を定め、これを制約する。

竪帳 1
上：
118

１０
７

Ⅱ８
大正２年４月
（１９１３年）

川原町積塵講集金台帳
大正２年４月～大正９年３月までの講、その講員からの掛金集金の確認と
して月毎の欄に幹事長の押印がしてある。

竪帳 1
上：
118

１１
24

Ⅱ８
大正２年４月２５日
（１９１３年）・辛丑

積塵講証券

・積塵講の加盟者であることを証するための証券　・証券に示す金額は当
講１口の総額で、大正年４月より毎月金５０銭充てを出金し、元利合わせ
て本金額（証券に示す金額）になるに至って金額を払い渡す、などを記
載している。

証券

　
１
０
０

上：
118

１２
２３

Ⅱ８
大正９年３月１２日

（１９２０年）
第参回積塵講証券

「證券金額は１口の総額にして大正９年３月より毎月金１円ずつ出金し、
元利金合わせて本金額にみつに至ったときこの證券引き換えに金額を払
い渡すべし」とある。

証券
１
１
２

上：
118

１３
１９

Ⅱ８
大正９年３月２０日

（１９２０年）
川原町第三回積塵講規則

１条：一般同志者の入講をつのり、区民の貯蓄心を奨励するため。４条：
口数は１２０口、１口＝１００円、大正９年３月より１口１円充掛金し、元利合
わせて１００円になったとき券と引き換えに払い渡す。５条：證券は１口に
つき１枚など、１３条まである。文末に口数と加入者を列挙し計７２名となっ
ている。

綴り 1
上：
118

１４
６

Ⅱ８
大正９年３月
（１９２０年）

川原町区第三回積塵講集金台帳
・口数１２０口、１口金１００円、３月より１口１円充掛金、元利金１００円に充
る時払い渡すとする、・講の目的は区民の貯蓄心の奨励にある。

竪帳 1
上：
118

○加盟者：桜井正蔵　から川島政吉まで３５名連印
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○駿河国志太郡島田町　島田銀行
●積塵講幹事：桜井正蔵

○積塵講幹事長：桜井正蔵、外　幹事５名連名
●略

○略
●略

○記載なし
●記載なし

○起草者：幹事長桜井久彦、外幹事８名
加盟者家戸口氏名４４名連印
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○幹事長：桜井久彦　　外　幹事８名
●略

○第３回積塵講幹事長：桜井久彦　外幹事４名
●略

○記載なし
●記載なし

○講幹事長：桜井久彦、幹事:澤田松之助等１２名
●記載なし

平成9年12月入手



通し番
号

年号  年 月 日

文 書
番 号

西暦(      )・ 干支

地区番号：１　地区名：旧市　　桜井家文書（追加）
○差出人（役名・名前）

●受取人（役名・名前）

数
量

分類 標　　　題
箱
番
号

摘　　　要
形
態

１５
9

Ⅱ８
（大正９年）
（１９２０年）

第三回積塵講満期払渡金控
払い渡される人７０名、１口から１５口の者まであり。別に集金台帳あり、こ
れを綴る。

綴り 1
上：
118

１６
1１

Ⅱ８
大正１５年８月

（１９２６年）
小口当座預金通帳 大正15年８月２１日～１０月２３日までのもの。 通帳 1

上：
118

１７
８

Ⅱ８
大正１５年１０月

（１９２６年）
川原町区第四回積塵講集金台帳

第４回講規約の抜粋あり、区民の貯蓄心奨励のために設立したとある。口
数＝１８０口、１口＝１００円、大正１５年１０月より１口１００円ずつの掛金と
する。外１０ヶ条からなる。講員１人１人の集金台帳である。

竪帳 1
上：
118

１８
２５

Ⅱ８
大正１５年１０月２０日

（１９２６年）
第四回積塵講證券

１、これは１口の加盟者たるを證するために交付した證券、２、證券の冒
頭に示す金額は１口の総額、これを大正１５年１０月より毎月１円ずつ掛金
し、元利合わせて前記総額に達した時、この證券と引換に金額を払い渡
す。

証券
１

９　６
上：
118

１９
１２

Ⅴ３
大正７年

（１９１８年）
（桜井仙葬儀関係資料） 見舞受帳、香典帳、葬儀行列帳（２）を一括し、ここにまとめる。 横帳 4

上：
118

２０
１６

Ⅴ３
大正７年１月
（１９１８年）

買物通帳
桜井　仙　葬儀に関わる通帳と思われる。外に、横帳１（大正８年）を同
封。

横半 3
上：
118

２１
１７

Ⅴ３
大正１３年４月

（１９２４年）
買物之通 桜井しげの葬儀に関わる通帳と思われる。 横半 3

上：
118

２２
１４

Ⅴ３
大正１３年４月

（１９２４年）
（桜井しげ葬儀・法要関係資料）

香典受納帳、葬儀行列帳、葬儀諸払覚帳、見舞帳、初盆帳、大安妙仙
大姉１周忌法要明細簿（大正１４）、大徹寿仙居士・大安妙仙大姉３回忌
明細簿（大正１５年）をここに一括する。

横帳 7
上：
118

２３
１５

Ⅴ３
昭和３年

（１９２８年）
（桜井仙之助葬儀・法要書類）

香典受納帳、千功正挺居士初盆法会、千功正挺居士葬式行列並葬式
要録、千巧正挺居士１周忌法要録（昭和４年）、以上をここに一括する。

横帳 4
上：
118

２４
１８

Ⅴ３ 略 （領収票） 大正年間のものが目立つ。各商店、印刷所、病院　等、多岐にわたる。 票
一
括

上：
118

2５
１５

Ⅴ３ 記載なし （香典関係書類）
村香典帳（横帳）、親戚（横帳）。　　この外に、個人からのもの２袋を同
封。

横帳
一
括

上：
118

○記載なし
●記載なし

○桜井千之助（裏表紙）
●記載なし

○桜井千之助（裏表紙）
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○略
●略

○記載なし
●記載なし

○記載なし
●記載なし

○静岡県志太郡島田町：島田銀行
●積塵講：桜井久彦

○幹事長：桜井久彦　外　幹事１２名の押印あり
●記載なし

○幹事：桜井久彦、外幹事６名
●略

平成9年12月入手


